
人
と
心
が
　
か
よ
い
あ
う

陶
磁
と
緑
の
ま
ち
波
佐
見

１１月２６日、九州教具株式会社による波佐見町へのホテル建設決定を受け、波佐見町役場で「立地協　ｌ
ｉ
－
－

定調印式」が行われました。（関連記事は３ページに記載）
波佐見町ヘホテル進出決定！
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一新たな波佐見町圖光皿j'一一謳旧毎渥該1ド

平成､男:年9ﾚ｡･7、ホテル罷業予定
　li月26日に九州教具㈱と波佐見町とでホテル進出にかかる立地協定調印式が開催

されました。

　波佐見町は年間約80万人もの観光客が訪れていますが、宿泊施設が少ないため、

観光客や町内各企業ヘビジネスで訪れる出張者からもホテルがあればとの声が寄せら

れていました。そこで、波佐見町では、ホテルの誘致に向けて企業訪問を重ね、今回

九州教具㈱とホテル進出について合意に至リました。今回進出する九州教具㈱は、事

務機の卸売やホテル事業を行われており、県内に３箇所のホテルを経営されています。

　波佐見町に新たに建設されるホテルは、これまで九州教具㈱が経営している３つの

ホテルとは異なり、「しごとと瀧とリゾート」をコンセプトとし、宿泊者の用途がビジ

ネスでも観光でも波佐見町の魅力を十分に満喫でき、そして温泉と連携してリラック

スできるようなホテルを目指すとのことです。また、九州教具㈱の船橋社長は「波佐

見町の美しい景観に溶け込むホテルにしたい｡」と記者会見で述べられました。

　今回の進出決定を受け、波佐見町では、はさみ温泉周辺の新･たな観光拠点として波

佐見町の地域活性化に大きく寄与してもらえるものと期待しています。

　町民の皆さんもご親威やご友人へご紹介をお願いします。
ｸｮ≒宍戸ド≒=／芦匹ａふＪｓ

▲‐瀕町長

●計画概要

▲調印式の様子
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▲九州教具㈱　船橋社長

ホテル名称
　「Blissvilia（プリス　ヴィラ）波佐見」

そこで過ごすことが深い心の喜び（Bliss）となる、自分の別荘（villa）のような

場所でありたいという願いが込められました。

コンセプト

　[しごとと濯とリゾート｣

しごととゆとり＝クリエイティブで自由な次世代のワーキングスタイルのこと。

湯とリゾート＝温泉を楽しみながら過ごす、リソート型の滞在のこと。

　このふたつが融合した新しい宿泊のおり方を波佐見町から発信されます。

所在地 波佐見町長野郷567番地１

建築構造 木造２階建

建物面積 1,320�

客室数（予定） 44室（ツイン１５室、シングル28室、バリアフリールーム１室）

主要施設 レストラン（兼　会議室）

総投資額 約３億円

着工 平成26年１月

開業予定 平成26年９月

●Ｓ乳ﾖ,72広船嵯尼
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今冬における節電へのご協力のお願い 函

　』㎜ilt゛
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　日ごろから節｢ﾐにご協力いただきありがとうございます。九州電力㈱においては、電力の

安定供給を確保するために、今冬につきましても、下記期間における節電対策に取り組む

こととなりました。生活や健康、経済活動などに支障のない範囲でご協力をお願いします。

○節電期間：平詐言引しi2.月２日月)～平成２６年３月３１日(月)までの中日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(年末年始の１２／３０月)～!／３(金)を除く)

T………でﾌ……=｡=j……7.万｡，I'2 万言1

冬季は，暖房の使用量が多くなる刊引８～日

昌貢と照明や家庭用需要の多くなる夕]ijリ7

－j,j万万･ljTTI115F7手7=II⊃,lyj゛,･:･i7T･rT_--Iﾌ･I)'･呼?1tします。

このうち，ケヅ≒Iｺﾞ.I……万'TI ;j,'-,ﾄﾞyiy!1こついては，濤固(m

　(･.I∠iﾌﾟﾔﾌﾀﾞ･:L･"･-1"｡一一｡: 1=｡'一一IJなります。

(気温が1℃低下ずると時間最大電力が20万kW/℃

程度噌施

エアコン

・設定温度を低めに。｛２０℃を目安に｝

・フィルターは月に１、２回掃除を。

・室外機の吹出口の近くに物を閤かない。

・厚手で床まで届＜長いカーテンや断熱フィルム等

　で、窓からの冷気を遮断。

・タイマーを活用し、運転時間を減らす。

・外出や就寝するＩＯ分前には消す。

＊夏に大活躍の扇風機は、冬に

　も大活躍。暖まって天井付近

　に集まった暖かい空気を慾環

　させ、部屋の温度差を少なく

　する効果がありまず。

ヤ?〒
J癩

ご家庭で使われる電気の約Ｇ割は、エアニ]ン・

照明器具・冷蔵庫・テレビの４製品によって消

費されています。

これらに季節家電製品の電気カーペット・こた

つを含めて、使い方を工夫することで効率のよ

い省エネが実現てきます。

電気カーペット

・分割機能を活用、人が回る所だけスイッチＯＮ。

・断熱マットを敷いて放熱を防ぐ。

・衣類を多めに着て、設定温度を低めに。

こたつ

・上掛けと敷布団を併用して保温効果を上｢ﾌﾞる。

　(設定温度は低め｢こ｣

･=暖まったらスイッチをこまめに切る。

・衣類を多めに善て、設定温度を低めに、

ぐ

仁ｽﾞ

　　ゝ'. ls･･'･｀-j｀.て／／”

その他

　－　　　　　－Ils　　　　　　･’
lniま

では1部屋で家族団らん。

　・温湿度計を置き、常にチェック。く暖めすざ防止）

　・部屋の出入口に暖簾を付ける、（暖気の流出防止）

　・温水洗浄便座の温度は低めに、（フタも閉める）

　・電気ストーブやセラミックヒーターは消費電力が大

　きく、効率が悪いため広い部屋には不向き。使い方

　を工夫しよう。

・掃除の前には部屋の片付けをo（掃除機の使用時間

　短縮）

　簡単な掃除は、ほうきや雑巾がけで。

●問い合わせ先　役場住民福祉課環境衛生係　電話85－21ヤ1（内線１１３） 資料提供：九州電力株式会社

j?∂ほ72 J9匹唱●
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